
新たな伝統の幕開け

　
５
月
12
日
に
、
千
畑
小
学
校
（
小
原
靖
校
長
・
児

童
3
3
8
名
）
で
開
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
児
童

や
来
賓
、
保
護
者
な
ど
約
4
5
0
名
が
出
席
し
、
新

た
な
伝
統
の
幕
開
け
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
松
田
町
長
が
「
一
人
ひ
と
り
が
勇
気
と

チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
持
ち
、
心
を
つ
な
い
で
、
未
来

に
向
か
っ
て
羽
ば
た
い
て
い
っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
続
い
て
、
佐
藤
孝
教
育
委
員
会
委

員
長
か
ら
小
原
校
長
へ
、
小
原
校
長
か
ら
児
童
代
表

へ
校
旗
の
授
与
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
小
原
校
長
は
真

昼
岳
な
ど
の
千
畑
地
域
の
自
然
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
た

校
章
に
つ
い
て
紹
介
し
、
「
こ
れ
か
ら
が
正
念
場
。

み
ん
な
で
知
恵
を
出
し
、
力
を
合
わ
せ
て
素
晴
ら
し

い
小
学
校
に
し
よ
う
」
と
意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　
児
童
代
表
と
し
て
、
妻
野
美
瑛
さ
ん
と
斎
藤
梨
瑚

さ
ん
が
、
各
学
年
の
特
徴
や
目
標
を
紹
介
し
、
「
全

校
で
力
を
合
わ
せ
て
千
畑
小
学
校
の
伝
統
を
築
い
て

い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。
最
後

に
、
加
曽
利
康
之
さ
ん
が
作
曲
し
た
新
し
い
校
歌
を

児
童
全
員
で
高
ら
か
に
歌
い
上
げ
、
式
典
を
閉
じ
ま

し
た
。

　
５
月
12
日
に
、
仙
南
小
学
校
（
髙
山
泰
文
校
長
・

児
童
3
2
8
名
）
で
開
校
記
念
式
典
が
行
わ
れ
、
児

童
や
来
賓
、
保
護
者
な
ど
約
5
0
0
名
が
出
席
し
、

新
た
な
歴
史
の
第
一
歩
を
祝
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
松
田
町
長
が
「
３
小
学
校
の
校
風
を
一

つ
に
束
ね
、
一
人
ひ
と
り
が
仙
南
小
学
校
の
歴
史
を

築
く
よ
う
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し

た
。
校
旗
の
授
与
に
続
い
て
、
髙
山
校
長
が
「
児

童
、
教
職
員
と
も
心
を
一
つ
に
し
、
校
歌
に
あ
る
笑

顔
、
友
、
希
望
、
夢
が
集
う
学
校
、
校
章
に
あ
る
豊

か
な
実
り
あ
る
学
校
を
目
指
し
ま
す
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　
各
学
年
に
よ
る
今
年
の
目
標
発
表
を
受
け
て
、
児

童
代
表
の
竹
村
茉
姫
さ
ん
は
「
環
境
の
異
な
る
３
小

学
校
で
育
っ
て
き
た
自
分
た
ち
が
本
当
の
意
味
で
一

つ
に
な
る
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
努
力
が
必

要
。
ス
タ
ー
ト
の
年
を
大
事
に
し
て
、
新
し
い
伝
統

を
築
い
て
い
き
ま
す
」
と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
最
後
に
、
作
曲
者
の
坂
本
智
さ
ん
の
指
揮
に
合

わ
せ
て
、
児
童
全
員
で
校
歌
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
歌

い
上
げ
、
式
典
を
閉
じ
ま
し
た
。

西洋の美・日本の美
高階秀爾さんによる講演会
　美術評論家で文化勲章受章者の高階秀爾さんによる講
演会が、４月25日に美郷中学校で開催され、全校生徒
や地域住民など約550名が聴講しました。高階さんは国
立西洋美術館館長などを歴任し、現在は大原美術館館長
を務めているほか、多数の著書を出版されるなど、美術
研究、評論の第一人者として活躍されています。また、
父親が旧千畑町の出身だった縁で、戦中は大仙市に疎開
し、旧制角館中学校（現角館高等学校）で勉学に励まれ
るなど、仙北地域とゆかりの深い方です。
　講演会は「西洋の美・日本の美」と題して実施。高階
さんは西洋と日本の建築物や絵画の違いについてスライ

ドを使って説明し、「西洋も日本もそれぞれ美しさを兼
ね備えている。異文化を学び、理解することがこれから
世界で活躍される皆さんにとって大切なこと」と呼びか
けました。
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申し込み・問い合わせ◎町住民生活課　環境安全班　☎0187（84）4903

問い合わせ◎町農政課　農林整備班　☎0187（84）4908

　美郷町の大切な水資源を育む水源涵養保安林の保全と、
森林が果たす役割を子どもたちに知ってもらうため、六
郷東根地区にある七滝山の中腹にブナの苗木を植樹しま
す。下記の時間帯は植樹会場付近で交通規制を行います
ので、ご協力をお願いします。
規制時間●７月２日㈫　午前９時30分～午後1時
規制場所●六郷東根地区　七滝山中腹

　’13七滝「水の森」植樹事業には、美郷町内の小学校４年生児童とそ
の保護者が参加します。植樹前には、秋田県七滝土地改良区の藤岡義博
事務局長を講師に迎え、森林のはたらきについて学習会を行います。

7月2日（火）は植樹会場付近の交通規制を行います
‘13 七滝「水の森」植樹事業

水環境について一緒に学んでみませんか？
第１回 水環境マイスター養成講座

水環境保全プロジェクト

第１回 水環境マイスター養成講座

水環境保全プロジェクト
美郷町では町の財産である“水資源”を守り、次代に引き継いでいくため、

さまざまな取り組みを行っています。

　地域の水環境保全活動のリーダーとなる人材を育成す
るため、「水環境マイスター養成講座」を開催します。
町や学校、住民団体等が主催する水環境学習会などに指
導者、支援者として参画してくださる方をお待ちしてい
ます。
　また、「マイスターまでは考えていないけれど、水環
境についてもっと知りたい」という向学心にあふれてい
る方も大歓迎です。
　講座は６月から９月にかけて月１回のペースで４回開
催し、単位取得者には修了証書を交付します。

日　　時●６月15日㈯　午後１時30分～４時30分
場　　所●美郷町中央ふれあい館（旧清水苑）第１会議室
申込方法●６月12日㈬まで電話でお申し込みください。
　　　　　※第２回以降の日程については適宜広報紙等
　　　　　　でお知せします。

会場

規制区間

六郷
東根

みずほの里ロード

至 潟尻ダム

至 中央行政
センター

六郷温泉あったか山

県道  花巻大曲線

植樹事業には、「秋田県水と緑の
森づくり税」を活用しています。

テーマ：「水を学ぼう」 
　　　　～今、なぜ水なのか？～
講　師：秋田大学工学資源学部　
　　　　地球資源学科　助教　網田　和宏 氏

■昨年度の講座の様子

■昨年度の植樹の様子
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